
全国の農業大学生を応援します
大学１年生
対象

農業ベンチャーが公募する給付型奨学金制度

給 付 額 30万円
募集人数 10名

応募締切 11月1日(月) 必着

第２期
募 集

農業の新しい価値・持続可能性を追究したい
日本農業・地域農業の飛躍的発展に貢献したい

ノベルズ アグリ奨学金とは？

お問い合わせ・応募書類送付先

北海道・十勝地方を拠点に、肉牛・酪農・食品事業を展開するノベ
ルズグループは、企業理念に「農業で世界中に驚きと笑顔を―」を
掲げており、畜産系農業ベンチャーとして、新たな成長に向けて常
にチャレンジを続けています。ノベルズグループでは、「ノベルズ
アグリ奨学金」を通じて、日本農業、地域農業の発展、さらには海
外市場への貢献にチャレンジしたい全国の農業学生を応援します。
大学での学習・テーマ研究の機会を広げ、将来、新しい発想と行動
力で、また地域との共生を通じて、農業に新しい価値や可能性を見
出し、社会に広く貢献されることを期待しています。

https://nobels.co.jp/nobels/agri-scholarship/

ノベルズ アグリ奨学金

「ノベルズ アグリ奨学金」運営事務局
(株式会社ノベルズ広報室内)

〒080－0013 北海道帯広市西3条南9丁目23番地 帯広経済センタービル西館7階
TEL: 0155-22-2918 FAX: 0155-22-2900 E-mail: pr@nobelsgroup.com
[事務所営業時間] 平日8:00～17:00 定休: 土日

応募書類は郵送のみで受付いたいます (応募書類は専用ページからダウンロード）

１人あたり



■助成対象者

【 応 募 概 要 】

2021年11月1日(月) 必着

https://nobels.co.jp/nobels/agri-scholarship/

ノベルズ アグリ奨学金

「ノベルズ アグリ奨学金」運営事務局
(株式会社ノベルズ広報室内)

〒080-0013 北海道帯広市西3条南9丁目23番地 帯広経済センタービル西館7階

TEL: 0155-22-2918 FAX: 0155-22-2900 E-mail: pr@nobelsgroup.com
[事務所営業時間] 平日8:00～17:00 定休: 土日

応募書類は郵送のみで受付いたします (申請書類は専用ページからダウンロード）

① 日本国内の農業に関する下記の高等教育機関に在籍する2021年4月以降入学の1年生

・ 農業大学 / 農科大学
・ 農学部、農学科に類する学部、学科、組織を持つ大学
・ 畜産学部、畜産学科に類する学部、学科を持つ大学
・ 獣医学部、獣医学科に類する学部、学科を持つ大学
・ 道府県の農業大学校

②学習意欲があり在籍する教育機関を卒業する意志がある学生

③将来、生産基盤の安定拡大、持続的成長に貢献したい志を持ち、将来農業分野への就職を検討している学生
※現在検討している進路等に対して制約するものではありません

[年齢制限] 2021年12月31日時点で、30歳未満の方

[経済上の条件] 不 問 [住居形態] 制限なし [公的奨学金・民間奨学金等との併用] 併用可

■給付額 / 募集人数 1人あたり30万円 / 10名程度

■給付期間 大学1年生時（一括給付） 2021年12月末（予定）

スケジュール（予定） ※応募数により審査が遅れる場合があります

10月30日（金）

11月上旬ー下旬

応募締切 (申請書類の提出)

書類選考 (申請書・小論文)

11月下旬ー12月上旬 Web面接 (最終選考)

12月中旬

12月末

採択者決定

奨学金交付

お問い合わせ・応募書類送付先

提出書類 一式 応募方法 (個人で応募)

①申請書 (所定フォーマット)
※願書に写真を貼付 (縦4cm✕横3cm、カラー、上半身正面向き)

②小論文 (1,600字以内)

農業の生産性 ・価値向上 、持続可能性という視点で、
大学生活で学習 ・ 研究したいこと／将来、貢献したいこと

③在学教育機関の学生証の写し (カラー/写真付き)

④在学教育機関の在学証明書

⑤住民票の写し

● ノベルズグループウェブサイト内の「ノベルズ アグリ奨学金」 特設
ページ記載の募集要項をご確認の上、本ページより ①申請書、
②小論文の所定フォーマットをダウンロードしていただき、必要事
項をご記入ください (日本語のみ)

● 提出書類①～⑤を一式揃え、同じ封筒に入れて「ノベルズ アグ
リ奨学金」運営事務局まで送付してください (郵送のみ受付可）

〈 応募締切 〉

■応募期間 2021年9月10日(金)～11月1日(月)

＊外国籍学生、留学生も含む（ただし日本語での申請に限る）

＊大学院・修士課程、博士課程、高等学校、専門学校、海外教育機関の
在籍学生、通信教育課程、夜間学部生、および別の大学卒業後、現大
学への第2学年編入で1年目の学生は対象外とします

テ
ー
マ

①～③および年齢制限を
すべて満たすこと


